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■宇城市立豊野中学校■ 

 

 

  

（１）生徒の実態 

   新体力テスト（平成３０年６月実施）の結 

果から、体力合計点で全学年男女共に全国平   

均値、県基準値を上回った。平成２９年度の 

県基準値と比較すると２年男子が「長座体前 

屈」「立ち幅跳び」の２種目、１年男子が「ハ 

ンドボール投げ」の１種目を下回った。体力 

測定時の体力に関する意識調査では、体力が 

必要だと思う生徒が９５％、最後までやり遂   

げたいと思う生徒が９４％であった。 

（２）取組の方向性 

 平成２９年度は、「授業改善」と「全校体 

育の充実」の観点から体力向上に取り組んできた。本年度は、自分の体 

力を把握し、運動の楽しさや喜びを味わいながら取り組める場面を設定し、 

「体育的行事」の観点を加え、学校総体として体力の向上を図る。 
 

 

 

（１）授業改善 

  ア 体力テストの結果の活用 

    体力テストの結果から自分の体力の 

状況を分析し、体力向上プログラムを 

作成（７月、１２月）する。 

また、授業の導入で自己の課題を意識 

し、授業に臨ませる。（資料①） 

イ 体力テストを年に２回実施する。 

（６月及び１２月） 

  ウ 授業では、めあての提示、まとめ、 

振り返りを確実に行うとともに、次時  

の活動も知らせることで、生徒が見通  

しをもって主体的に授業に参加できる  

ようにする。 

  エ 体力向上サポーター（地域の指導者）  

の専門的な技術指導を受けることで、生 

徒の運動への意欲や自己有用感を向上させる。 

（２）体育的行事、全校体育の充実 

ア 体育委員会主催のクラスマッチを年３回実施 

する。 

イ 運動会の集団行動では、全校体育の時間も利 

用して、３年生を中心に自主的に練習できる環 

境をつくる。（写真①） 

１ ＰＬＡＮ（平成 30 年度新体力テストの結果による取組の計画 ） 

２ ＤＯ（平成 30 年度の具体的実践）  

資料① 体力向上プログラム  

写真① 集団行動の様子  
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ウ 体育委員会が中心となって運営する全校体育 

(週４回）を継続的に実施する。（写真②） 

屋外…体力向上班（２０００ｍ） 

競技力向上班（３０００ｍ） 

屋内…体育館（１０分間走、ドッジボール） 
 

 

 

・ 自分の体力の現状に基づいて、体力向上プログラムを作成したこと  

で、自ら体力向上に取り組もうとする意欲が高まった。同時に、体力  

向上のための長期休業中の運動の日常化、習慣化も図られた。  

・ 取組後のアンケートでは、ほぼ全員の生徒が授業（学習）のめあて 

の確認、まとめと振り返る活動の重要性を自覚することができており、 

見通しをもって活動に取り組むなど、学習意欲の向上につながった。  

・ 体力向上サポーターの専門的な実技指導を受けることで、運動に対  

する意欲・関心が高まり、授業へ積極的に参加する生徒が増えた。  

・ 平成２９・３０年度の新体力テストの体力合計点数を全国の値と比

較すると、Ｔスコアでは、２年男子（４１．９→５０．５）、２年女

子（５２．５→５４．５）、３年男子（５４．０→６０．９）、３年

女子（５１．９→５８．３）となり、継続した取組が本年度も体力向

上につながっている。  

 
 

 

 

・ 体力の現状把握と体力向上プログラム作成の時間を確保するとともに、 

複数回の体力テストも継続し、個々の課題や成果を実感させたい。 

・ 全校体育の参加率が８割程度である。体力向上の意義を理解させ、参加 

率９割以上を目指したい。また同時に、体力向上に関する保護者への啓発 

を図る機会（ＰＴＡ総会や授業参観等）を設けたい。 

・ 体力とともに生徒の学習意欲も向上させるために、体力向上サポーター

等の外部指導者の導入を継続する。 

・ 全校体育や集団行動の取組を通して、自分の与えられた役割を果たし、

周囲の仲間を思いやる心が醸成されているので、この取組を継続していく。 

３ ＣＨＥＣＫ（平成 30 年度の取組の評価） 

４ ＡＣＴＩＯＮ（平成 31 年度の計画） 

写真② 全校体育の様子  


